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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成23年８月５日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 
 

記 
１．平成24年３月期 連結業績予想の修正 
 
（１）第２四半期（累計）（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
9,430 

百万円 
220 

百万円 
190 

百万円 
345 

円 銭 
59.48 

今回修正予想（Ｂ） 9,441 108 83 301 51.90 
増減額（Ｂ－Ａ） 11 △112 △107 △44  
増減率（％） 0.1 △50.9 △56.3 △12.8  
(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成23年３月期第２四半期) 
8,439 322 289 20 3.54 

 
（２）通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
19,150 

百万円 
615 

百万円 
560 

百万円 
420 

円 銭 
72.41 

今回修正予想（Ｂ） 18,600 360 300 340 58.62 
増減額（Ｂ－Ａ） △550 △255 △260 △80  
増減率（％） △2.9 △41.5 △46.4 △19.0  
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年３月期) 

17,240 631 575 161 27.76 

 
[修正理由] 

平成 24 年３月期におきましては、国内においては、東日本大震災や原発問題による影響に加え、夏
場の節電推進により首都圏における夜間の来客数の減少が見られたものの、売上高については新規出
店効果に加え、地方の既存店舗の売上回復により全般的には比較的堅調に推移しております。 
しかしながら、利益面に関しましては、食材価格の高騰が進み原価が上昇傾向にある一方、利益金

額が大きい新宿、渋谷、池袋等の大都市に立地する既存店舗の来客数減少による売上高の落ち込みが
利益を圧迫し、第２四半期(累計)においては営業利益、経常利益及び四半期純利益ともに予想を下回
る結果となりました。 
当期下期については、上期に出店した新規店舗が出店コストを吸収して利益貢献してくる事に加え、

本年 11 月から国内の物流体制を抜本的に見直して物流コストの削減を図るとともに食材原価の低減
努力を続け、一方では店内における調理方法の改善と店舗人員のシフトコントロールを含めた店舗オ
ペレーションの効率化を図る事により収益改善を図って参ります。 
以上の結果、当期通期の連結業績予想は、売上高 18,600 百万円（前回発表予想比 2.9%減）、営業利

益 360 百万円（同 41.5%減）、経常利益 300 百万円（同 46.4%減）、当期純利益 340 百万円（同 19.0%減）
に修正いたします。 

 
 (注) 上記業績予想等につきましては、本資料作成時現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


